
奪鐙拳零平成11年度事業の中間報告蟻鐙籍籍
平成11年４月１日から
平成12年１月31日まで

は、入院の件数、金額が増えていることが挙げられる。

＊概況＊
特に今期の特徴としては、１ケ月１千万円を超える超

平成11年度は、「健保適用除外手続き」に引き続い高額レセプトが数件発生するなど、これらマイナス要

て強力な指導のあった「適用の適正化」が一段落し因が医療費全体を押し上げている。また、今冬のイン

てのスタートであったが、本年度も被保険者数の漸フルエンザ流行の影響がどのような結果をもたらすか

減傾向が続き、１２月末現在組合員、家族合わせて４懸念されるところである。

万855人（全年度末比△882人）となっている。異動一方、老人医療費の動向は前年度実績とほぼ同水準

状況の内容を昨年同期と比較すると、従業員組合員にあり、比較的安定している。しかし、老人医療費は

(第２種）の加入が大きく減っており（△777人)、こ変動が激しく今後の推移を注目したい。

のことが結果的に総人数減少の理由の一つとなって来年度からの介護保険施行を目前に、医療保険者と

いる。現在の長引く不況による影響がここにも表れしての役割を担うべく鋭意準備を進めているが、その

ていると考えられる。実施に万全を期するため、事務の改善、電算化の促進

医療費の動向は、一般被保険者分の療養給付費1１等関連作業にも精力的に取り組んでいる。

月末現在の実績で一人当たり月平均12,579円（費用以上、平成１１年度は制度の抜本改革をにらんでの課

額)、対前年同期比3.37％増となっており、年初の見題の多い年度であったが、関係者のご理解を得て無事

込み2.50％増を上回っている。この主な原因として終了する予定である。
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全
板
国
保
（
大
杉
理
事
長
）
の

第
六
十
一
回
通
常
組
合
会
が
三
月

十
四
日
、
東
京
都
港
区
の
郵
貯
会

館
メ
ル
パ
ル
ク
に
て
開
催
し
た
。

こ
の
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
の

開
会
に
合
わ
せ
て
全
国
各
地
よ
り

組
合
会
議
員
・
理
事
・
監
事
定
員

六
五
名
（
三
名
は
委
任
状
出
席
）

全
員
が
出
席
し
た
。

定
刻
、
勝
又
会
長
、
大
杉
理
事

長
挨
拶
の
後
、
議
長
に
富
山
県
板

の
村
中
議
員
を
選
出
し
て
議
事
に

入
っ
た
。
は
じ
め
に
「
中
間
報
告

の
概
要
」
に
つ
い
て
報
告
、
続
い

て
前
砂
事
務
局
長
よ
り
平
成
十
一

年
四
月
よ
り
平
成
十
二
年
一
月
ま

で
の
実
施
事
業
の
詳
細
が
説
明
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
十
二
月
末

日
の
一
種
・
二
極
・
家
族
合
わ
せ

た
国
保
組
合
員
総
数
は
、
四
万
八

五
五
人
で
昨
年
四
月
の
期
首
数
よ

り
八
八
二
人
減
少
と
な
っ
た
。
被

保
険
者
数
は
依
然
と
し
て
減
少
傾

向
に
あ
り
、
不
況
を
反
映
し
て
か

し
会
議
風
景

込
み
で
あ
る
。
し
か
し
四
月
か
ら

新
設
さ
れ
る
「
介
謹
保
険
」
に
よ

り
、
四
十
才
か
ら
六
四
才
ま
で
の

第
二
号
被
保
険
者
は
全
板
国
保
の

保
険
料
に
千
四
百
円
が
加
算
徴
収

さ
れ
る
こ
と
か
ら
実
質
的
に
は
負

担
増
と
な
る
。

な
お
六
五
才
以
上
の
第
一
号
被

保
険
者
は
老
齢
年
金
か
ら
各
市
町

村
に
天
引
き
納
付
に
な
る
が
、
個

人
の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
は
異

な
る
。そ
の
後
、
十
二
年
度
事
業
計
画

案
、
収
支
予
算
編
成
と
算
出
方
法
、

健
全
財
政
の
確
保
、
事
務
の
充
実

強
化
、
医
療
費
の
適
正
化
、
保
険

事
業
、
創
立
三
十
周
年
記
念
行
事

の
取
組
み
と
規
約
一
部
改
正
の
詳

細
な
説
明
を
経
て
、
組
合
会
は
午

後
四
時
閉
会
と
な
っ
た
。
⑧

第
二
種
組
合
員
の
加
入
は
昨
年
同

期
の
半
数
以
下
で
あ
る
。

ま
た
療
養
給
付
費
支
払
総
額

（
医
療
機
関
へ
の
支
払
額
）
は
三

十
二
億
円
に
近
づ
い
て
お
り
特
に

一
人
一
か
月
一
千
万
を
越
え
た
医

療
費
支
払
い
も
あ
っ
て
、
今
後
も

入
院
の
伸
び
と
連
動
し
た
高
額
医

療
費
支
払
い
の
増
大
が
予
想
さ
れ

る
。
保
険
事
業
で
は
、
健
康
診
断

助
成
金
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
奨
励

金
・
健
康
に
関
す
る
講
演
会
等
奨

励
金
・
保
養
施
設
利
用
補
助
金
・

高
額
医
療
費
資
金
貸
付
な
ど
保
険

衛
生
の
助
成
を
推
進
し
て
い
る
。

愛
知
県
支
部
で
は
健
康
診
断
助

成
金
に
一
○
三
人
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
健
康
講
話
に
二
十
万
円
と
十

八
万
八
千
円
が
交
付
さ
れ
た
。

今
回
の
通
常
組
合
会
は
期
末
確

定
前
の
た
め
中
間
報
告
で
あ
る
が
、

平
成
十
一
年
度
収
支
決
算
は
差
引

残
高
三
億
五
千
万
円
に
な
り
、
新

年
度
の
保
険
料
は
据
え
置
き
の
見
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平
成
十
年
八
月
二
十
六
日
に
私

が
独
断
で
愛
知
県
板
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
た
。
以
来
、
本
日
ま

で
に
九
百
を
越
す
方
に
閲
覧
を
頂

平
成
十
一
年
十
二
月
東
三
板
金

工
業
組
合
（
組
合
員
百
七
十
名
）

か
ら
十
九
名
と
言
う
多
数
の
組
合

員
が
愛
知
県
板
金
工
業
組
合
へ
加

入
、
東
三
ブ
ロ
ッ
ク
の
県
板
会
員

は
五
十
四
名
と
な
っ
た
。

東
三
板
金
工
業
組
合
に
は
多
く

の
組
合
員
が
加
入
し
て
い
る
が
愛

知
県
の
板
金
組
合
が
一
本
化
す
る

に
も
色
々
事
情
が
あ
り
ほ
ん
の
少

数
の
組
合
員
が
東
三
ブ
ロ
ッ
ク
に

加
入
し
て
い
た
。

東
三
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
な
ら
れ
た

方
の
少
し
ず
つ
の
努
力
で
増
え
て

は
い
た
が
今
回
十
九
名
が
加
入
し

た
こ
と
で
、
東
三
ブ
ロ
ッ
ク
の
組

合
員
数
が
五
十
四
名
と
な
っ
た
。

従
来
、
組
合
に
加
入
し
て
も
何

も
組
合
員
証
が
有
る
わ
け
で
な

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
愛
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広
報
委
員
鴬
見
牧

い
て
い
る
愛
知
県
板
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
。
時
代
の
流
れ
は
情
報
通
信
で
は

著
し
く
変
革
が
進
ん
で
い
て
、
今

知
県
板
組
合
員
全
員
に
組
合
員
証

を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
十
一
月
の

総
務
委
員
会
で
決
定
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
銘
板
を
作
成
し
た
。

全
板
手
帳
や
保
証
制
度
適
用
店

の
看
板
は
組
合
員
全
員
に
渡
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
今
回
の
銘
板
は

愛
知
県
板
全
員
に
配
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
工
場
や
店
の
目
の

つ
く
と
こ
ろ
に
取
り
付
け
る
こ
と

が
出
来
る
。

各
組
合
員
に
は
新
年
度
の
早
い

時
期
に
お
手
元
に
届
く
こ
と
と
思

》
っ
Ｏ

鷲
見

＆F蝿､ざﾛ＊ずｎコ５Gふ．fw､砲

燕＃

製 雲
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蕊
識
識
蕊

開
設
さ
れ
て
い
る
事
業
所
が
有

れ
ば
是
非
リ
ン
ク
を
貼
ら
せ
て
下

さ
い
。
鷲
見

陽
祝
賀
会
で
あ
い
さ
つ
す
る

山
本
清
氏

平
成
岨
年
３
月
妬
日
岡
崎
一
一
ユ
ー
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
て
、
山
本
清
氏
労
働
大

臣
卓
越
技
能
表
彰
受
賞
祝
賀
会
が
行
な
わ

れ
た
。午
後
２
時
岡
崎
板
金
工
業
組
合
組
合
長

高
柳
一
男
氏
の
挨
拶
に
よ
り
開
会
さ
れ
た
。

発
起
人
代
表
挨
拶
で
は
、
修
業
時
代
か
ら

の
同
志
で
あ
る
㈱
共
立
の
石
原
摸
二
氏
が

山
本
清
氏
と
の
知
ら
れ
ざ
る
若
き
日
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
話
さ
れ
、
昔
の
職
人
の
修
業

時
代
の
様
子
が
祐
桃
と
し
、
実
に
楽
し
い

話
で
あ
っ
た
。
祝
辞
挨
拶
に
は
愛
知
県
知

事
代
理
吉
野
英
明
氏
、
岡
崎
市
長
中
根
鎮

夫
氏
、
衆
議
院
議
員
杉
浦
正
健
氏
、
愛
知

県
議
会
副
議
長
小
嶋
義
雄
氏
、
愛
知
県
技

能
士
会
連
合
会
理
事
長
神
谷
基
氏
が
挨
拶

さ
れ
た
。
花
束
贈
呈
で
は
奥
様
テ
イ
子
様

と
一
緒
に
お
孫
さ
ん
か
ら
花
束
を
贈
ら
れ
、

職
人
山
本
清
が
、
好
翁
山
本
清
に
変
わ
っ

て
い
た
。
実
に
灰
灰
と
し
た
光
景
で
あ
っ

た
。
祝
宴
に
移
り
、
県
板
理
事
長
村
上
章
氏

の
音
頭
で
乾
杯
。
岡
崎
大
工
組
合
有
志
一

同
の
木
遣
唄
、
恩
師
、
同
級
生
の
祝
詞
、

神
明
太
鼓
社
中
の
太
鼓
の
響
く
な
か
、
祝

宴
は
素
晴
ら
し
い
雑
談
に
包
ま
れ
、
午
後

４
時
す
ぎ
、
岡
崎
板
金
工
業
組
合
副
組
合

長
内
山
英
臣
氏
の
挨
拶
で
祝
宴
を
閉
会
し

た
。
祝
賀
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
、
２
５
０

名
、
山
本
清
氏
の
人
柄
の
素
晴
ら
し
さ
と
、

職
人
と
し
て
の
「
ね
う
ち
」
の
証
し
を
確

か
め
た
一
日
で
あ
っ
た
。

岡
崎
中
西

や
情
報
の
収
集
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
も
っ
と
も
早
く
、
商
品
の
売

買
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
の
時
代
の
流
れ
に
乗

り
遅
れ
る
事
な
く
、
先
取
り
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
ど
の
商
売
も
生

き
残
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。私
た
ち
の
業
界
も
十
年
の
暇
疲

担
保
保
証
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
県
板
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

開
設
当
初
か
ら
保
証
制
度
を
取
り

上
げ
画
像
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

今
後
ま
す
ま
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
普
及
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

か
ら
よ
り
環
境
の
よ
い
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
に
変
更
し
た
の
で
ア
ド
レ
ス

の
登
録
を
訂
正
し
て
ほ
し
い
。

む
ろ
ん
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
変
わ
っ

て
も
一
株
一
億
円
の
株
価
に
な
っ

た
、
話
題
の
サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン
Ｙ

ａ
ｈ
Ｏ
Ｏ
・
ヤ
フ
ー
で
は
今
ま
で

通
り
「
愛
知
県
板
金
工
業
組
合
」

で
検
索
す
れ
ば
即
座
に
見
つ
け
て

く
れ
る
の
は
変
わ
ら
な
い
。
一
度

検
索
し
て
開
い
た
ら
、
お
気
に
入

り
に
登
録
し
て
お
け
ば
次
回
か
ら

は
そ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で

ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
下
に
リ
ン
ク

ペ
ー
ジ
を
設
定
し
て
あ
る
の
で
、

愛
知
県
板
の
組
合
員
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
て
い
て
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

教
え
て
頂
け
れ
ば
リ
ン
ク
を
貼
り

付
け
ま
す
。
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愛知県板金工業組合の
ホームページ
いらしやいませ…国頭番目のお客様です。
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瀞悪

鐙

て
は
、
板
金
業
界
の

生
き
残
り
に
つ
い
て

考
え
、
盛
ん
に
勉
強

会
の
場
を
設
け
た

い
。
新
製
品
の
研
究

も
行
っ
て
ゆ
く
つ
も

り
で
あ
る
。
」
と
の

事
。
吉
田
専
務
は
保

証
制
度
に
つ
い
て
、

そ
し
て
「
新
規
事
業

し
て
、
ソ
ー
ラ
ー
発

電
を
是
非
、
板
金
業

者
専
門
の
仕
事
と
し

た
い
。
板
金
業
者
の

皆
さ
ん
に
は
高
い
応

用
技
術
が
あ
り
、
仕

事
の
間
口
を
広
げ
る

西
尾
支
部
は
１
月
妬
日
に
西
尾

勤
労
会
館
に
お
い
て
、
村
上
理
事

長
、
吉
田
専
務
、
西
俣
西
三
連
合

会
副
会
長
を
お
迎
え
し
て
、
第
妬

回
西
尾
支
部
総
会
を
行
っ
た
。

総
会
は
午
後
２
時
半
よ
り
祖
神

太
子
様
安
全
祈
願
礼
拝
に
始
ま

り
、
稲
垣
氏
、
鈴
木
氏
の
冥
福
を

祈
り
、
物
故
者
黙
祷
。
西
尾
支
部

長
の
浅
岡
氏
の
挨
拶
は
、
「
昨
年

は
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

支
部
長
を
無
事
努
め
る
事
が
出
来

た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
協
力
を
お

驚蕊

柴
田
勝
治
氏
・
竹
内

敬
二
氏
・
二
名
の
方
に

は
、
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。

総
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
来
賓
と
し
て
県
板

か
ら
村
上
理
事
長
・
商

社
・
メ
ー
カ
ー
・
問
屋

の
方
々
の
ご
出
席
を
頂

き
、
尚
、
且
つ
、
丁
重

な
る
ご
祝
辞
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
今
後
共
な
お

一
層
の
ご
指
導
と
、
組

合
員
へ
の
ご
理
解
を
切

に
希
望
し
て
や
み
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、
商
社
の
Ｐ

Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

可

支
陸
総
会
風
景

部

灘
彦券７

F』

だ
よ
り

別
醐
蛾
紳
群

'''''''’

屋窪泌爆

願
い
し
た
い
。
」
と
の
事
。
御
来

賓
の
御
挨
拶
で
は
、
村
上
理
事
長

は
、
「
我
々
建
築
業
界
に
は
今
年

も
厳
し
い
年
と
成
る
と
思
う
が
、

一
致
団
結
し
て
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
よ
う
。
全
板
連
と
し
て
は
、

最
重
要
目
標
と
し
て
責
任
保
証
制

度
の
育
成
、
徹
底
、
ま
た
リ
ニ
ュ
ー

ァ
ル
エ
事
や
、
新
し
い
事
業
開
拓

と
し
て
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

考
え
て
い
る
。
」
と
の
事
。
西
俣

西
三
連
合
会
副
会
長
は
、
「
西
三

連
合
会
と
し
て
は
、
板
金
業
界
の

アワ･

グ”●ず

‘、

し
懇
親
会
風
景

蕊灘

知
多
支
部
定
例
総
会

盛
大
に
開
催

為
に
も
組
合
と
し
て
取
り
組
み
た

い
。
」
と
言
わ
れ
、
最
後
に
全
板

国
保
、
県
板
労
災
、
板
金
共
済
、

年
金
基
金
に
つ
い
て
、
毛
利
貞
夫

氏
も
話
に
加
わ
り
、
組
合
員
の
そ

れ
ら
の
多
数
の
加
入
が
、
そ
の
事

務
手
数
料
の
収
入
で
組
合
の
運
営

が
助
か
る
と
の
幸
電
近
藤
氏
か
ら
、

共
同
事
業
を
行
う
に
は
組
合
員
の

労
災
の
全
員
加
入
が
必
要
と
の
話

が
加
わ
っ
た
。

議
事
進
行
に
山
崎
氏
が
議
長
と

し
て
選
出
さ
れ
、
配
ら
れ
た
報
告

書
を
見
な
が
ら
、
浅
岡
支
部
長
の

平
成
ｎ
年
度
事
業
報
告
。
会
計
の

鳥
居
茂
氏
の
会
計
報
告
、
並
び
に

石
川
清
氏
の
監
査
報
告
。
近
藤
氏

の
共
同
事
業
経
過
報
告
。
片
山
勝

又
氏
の
技
能
士
会
経
過
報
告
。
糟

谷
氏
の
県
厚
生
委
員
会
報
告
。
糟

谷
氏
は
「
昨
年
度
の
健
康
診
断
で

組
合
員
の
ガ
ン
の
早
期
発
見
が
出

来
た
事
が
、
私
と
し
て
は
健
康
診

断
を
行
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
。
」

と
言
わ
れ
た
。
私
の
県
広
報
委
員

会
経
過
報
告
。
黒
田
氏
の
青
年
部

事
業
報
告
。
最
後
に
平
成
岨
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
案
が
議
事
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。

午
後
６
時
よ
り
平
坂
の
香
村
で

御
来
賓
と
、
田
中
屋
、
富
士
商
店
、

タ
カ
ヶ
ン
、
角
建
材
、
太
田
商
事

の
各
問
屋
を
交
え
、
懇
親
会
を

行
っ
た
。

西
尾
大
橋

紫

愛

粥

も
と
可
決
さ
れ
、
組
合
員
の
理
解

を
深
め
た
。
更
に
、
県
板
の
事
業

報
告
・
技
能
士
会
活
動
報
告
・
青

年
部
活
動
報
告
な
ど
に
加
え
、
支

部
独
自
の
活
動
．
即
ち
、
献
血
活

動
が
あ
る
。
今
回
は
献
血
活
動
に

対
し
、
回
数
二
十
回
目
の
提
供
者

に
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

た
。
こ
れ
ら
の
行
事
に
対
し
永
遠

に
灯
火
を
消
す
事
な
く
、
継
承
さ

れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
た
い
も
の

で
あ
る
。

＊
献
血
受
賞
者
は
次
の
方
々

霧

低
あ
い
さ
つ
す
る

月
東
支
部
長

春
暖
の
季
節
、
巷
で
は
桜
の
藷

み
も
膨
ら
み
、
緑
の
楽
園
が
待
ち

ど
お
し
く
、
好
景
気
を
春
風
の
訪

れ
と
共
に
、
舞
い
込
ん
で
と
願
う
、

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

知
多
支
部
で
は
去
る
三
月
二
十

六
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
、
知

多
市
商
工
会
館
に
於
い
て
、
定
例

総
会
を
催
し
た
。
開
会
当
日
は
天

候
に
恵
ま
れ
、
盛
大
の
内
に
開

く
云
Ｏ

蟹
江
利
夫
氏
の
流
暢
な
司
会
に

よ
る
ス
タ
ー
ト
、
小
嶋
広
氏
に
よ

る
開
会
の
辞
、
先
ず
、
月
東
巌
支

部
長
の
歓
迎
の
挨
拶
、
議
長
に
は

青
木
久
治
氏
を
、
議
案
も
次
々
と

審
議
さ
れ
、
総
て
順
調
な
流
れ
の

下
１

日
進
月
歩
で
開
発
さ
れ
た
新
商
品

の
説
明
に
興
味
津
々
、
質
疑
も
活

発
に
交
わ
さ
れ
、
更
な
る
理
解
を

得
た
。
総
会
は
順
調
な
歩
み
に
よ

り
、
閉
会
と
な
り
、
第
２
部
と
し

て
来
賓
を
交
え
て
の
懇
親
会
に
移

り
、
更
な
る
親
交
を
深
め
、
話
題

に
花
が
咲
き
、
微
笑
み
が
こ
ぼ

れ
、
一
方
で
は
商
談
も
成
立
す
る

や
否
や
、
和
気
調
々
の
う
ち
に
再

会
を
約
し
て
散
会
と
な
っ
た
。
沼
津

i;ﾘﾘﾘ/〃／鯵
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る
情
報
通
信
時
代
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
重
要
な
役
割
を
し
め
る
よ
う

に
な
り
二
○
○
五
年
に
は
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
が
引
か
れ
通
信
費
も
規
制

緩
和
さ
れ
よ
り
使
い
や
す
く
な
り
、

日
本
社
会
に
と
っ
て
二
○
○
五
年

が
意
味
あ
る
年
に
な
る
で
あ
ろ
う

と
の
こ
と
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
い
っ

て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
方
が
み
え
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
電
話
回

線
の
情
報
量
を
人
の
指
先
程
度
と

す
る
と
こ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
径
約
二

十
五
キ
ロ
も
の
情
報
量
が
得
ら
れ

る
と
の
こ
と
。
近
い
将
来
テ
レ
ビ

同
様
、
家
庭
に
一
台
パ
ソ
コ
ン
の

時
代
が
来
る
の
だ
ろ
う
。津
島
猪
飼

第３４８号 板 平成１２年４月１５日（４）愛

部
員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
二
人

と
も
（
有
）
西
俣
板
金
工
業
の
社

員
で
小
倉
賢
一
君
と
吉
田
卓
司
君

で
す
。平
成
十
二
年
度
の
事
業
計
画
の

中
で
県
青
豊
田
支
部
と
し
て
競
技

会
へ
選
手
を
送
り
出
し
た
い
旨
、

杉
本
前
部
長
よ
り
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。
総

会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

楽
し
い
－
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

豊
田
松
井

欠
陥
住
宅
の
排
除
を
目
的
と
し

た
、
「
住
宅
品
質
確
保
促
進
法
」

が
、
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
。

同
法
は
建
物
の
基
本
構
造
に
欠
陥

が
あ
れ
ば
、
新
築
後
十
年
間
、
建

設
業
者
が
無
償
修
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
「
十
年
保
障
」
を
義

務
付
け
、
住
宅
の
客
観
的
な
品
質

評
価
を
導
入
す
る
。
住
宅
購
入
者

に
と
っ
て
優
良
物
件
の
選
別
に
役

立
つ
一
方
、
信
用
力
、
技
術
力
が

弱
く
「
十
年
保
障
」
に
対
応
で
き

な
い
工
務
店
の
再
編
、
淘
汰
が
進

む
可
能
性
が
あ
る
。
（
以
上
日
経

新
聞
）現
在
、
年
間
約
百
二
十
一
万
戸

子供の部１位清水君
男性の部１位加藤様
女性の部１位松井様

三
月
二
十
四
日
㈲
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
プ
ラ
ザ
に
て
午
後
三
時
よ
り

第
十
九
回
山
善
会
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
斎
藤
会
長
挨
拶
、
新
役
員

の
方
々
の
紹
介
、
賛
助
会
員
挨
拶

等
、
手
際
よ
く
会
も
進
ん
で
い
っ

た
。
や
は
り
話
題
は
、
今
日
の
不

況
で
の
我
々
の
立
場
、
現
在
の
日

本
は
消
費
税
二
十
五
％
で
な
け
れ

ば
回
っ
て
い
か
な
い
そ
う
だ
。
そ

れ
に
警
察
の
不
祥
事
、
四
月
か
ら

始
ま
る
年
金
法
、
住
宅
新
法
に
お

い
て
は
後
々
に
少
な
か
ら
ず
影
響

が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
懸
念
さ

れ
て
い
た
。
総
会
も
無
事
終
え
そ

の
後
、
山
善
社
長
の
講
演
「
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
実
像
」
と
題

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
け

し
講
演
す
る
㈱
山
善
山
田
社
長

蕊

左から

拝
陸
申
七
虻
訓
塗
厩
梶
Ｌ
田
心
具
ノ
川
川
川
出
川

鮭
締
繍
紺
蝋
湯
延
訟
窪
錘
潤
維
燕

（
河
合
澄
夫
委
員
長
・
鈴
木
昭
人

氏
・
杉
本
忍
氏
）
の
設
営
、
健
闘

に
よ
り
多
数
の
組
合
員
さ
ん
に
参

加
を
い
た
だ
き
、
横

山
興
業
（
株
）
（
問

屋
）
様
も
た
く
さ
ん

参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
賞
品
も

盛
り
沢
山
（
特
に

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
の
多
い
こ
と
）

で
し
た
。
参
加
さ
れ

た
方
全
員
が
楽
し
ま

れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

豊
田
松
井

氏
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

部
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
の
後
、

縦
山
泰
弘
氏
を
議
長
に
選
出
し
議

案
審
議
は
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
役
員
改
選
の
年
で

あ
り
、
新
部
長
に
杉
浦
一
義
氏
・

新
副
部
長
に
鈴
木
昭
人
氏
・
会
計

の
今
井
義
信
氏
は
留
任
と
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
今
回
二
名
の
新
入

の
新
規
住
宅
で
、
シ
ェ
ア
七
割
近

く
を
占
め
る
、
全
国
十
六
万
社
の

中
、
小
工
務
店
（
我
々
の
受
注
先

の
多
く
を
占
め
る
）
で
は
「
十
年

保
障
」
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
と

い
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
我
々
板

金
業
界
も
同
様
で
は
な
い
か
と
思

う
。
旧
態
依
然
と
し
た
方
法
で
は

こ
の
先
、
生
き
残
れ
な
い
の
で
は
、

営
業
・
技
術
の
向
上
は
、
も
ち
ろ

ん
の
事
、
精
神
（
意
識
）
の
向
上

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し

か
も
、
今
年
度
は
、
着
工
件
数

が
、
百
万
戸
に
減
少
す
る
と
の
予

測
も
あ
る
。
低
価
格
、
低
賃
金
、

加
え
て
仕
事
量
の
減
少
、
そ
し
て

豊
田
板
金
工
業
組
合
（
西
俣

章
組
合
長
）
は
去
る
３
月
ｎ
日

（
土
）
豊
田
市
元
町
の
美
烏
里

ボ
ｉ
ル
に
於
い
て
親
睦
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
Ⅳ
事
業
所
・
糾
人
で
し
た
。

ゲ
ー
ム
は
午
後
７
時
に
ス
タ
ー
ト

し
２
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル
ピ
ン
で

順
位
を
争
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終

了
後
、
場
所
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
に
移
し
て
表
彰
式
を
行
い

男
性
の
部
１
位
加
藤
孝
治
氏
（
横

山
興
業
）
、
女
性
の
部
１
位
松
井

公
子
氏
（
松
井
板
金
店
）
、
子
供

の
部
１
位
清
水
裕
輝
君
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
、
家
族

全
員
で
ひ
さ
し
ぶ
り
に
投
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
結
果
は
鋤

位
で
し
た
。
組
合
企
画
委
員
会

蕊
舞
鶴
鎌

蕊
蟻
城
鎮

識
綴
観
鮭
泳

ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ

今
回
の
品
促
法
で
あ
る
。
い
よ
い

よ
戦
国
時
代
に
突
入
か
、
郡
雄
割

拠
し
た
、
か
の
時
代
、
武
将
達
は

ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
か
、
強
者

の
軍
団
に
下
る
の
か
、
又
、
連
合

を
組
ん
で
対
処
す
る
か
、
そ
れ
と

も
・
・
・
…

い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
は
、
よ

り
精
度
の
高
い
作
業
を
要
求
さ

れ
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
の
状

況
で
は
、
と
て
も
無
理
で
は
な
い

か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
と
は
思
う
。

だ
が
我
々
に
は
、
そ
れ
を
上
回
る

技
術
が
あ
る
。
今
こ
そ
永
年
培
っ

て
き
た
経
験
と
技
術
に
よ
っ
て
、

新
時
代
を
乗
り
き
ろ
う
で
は
な
い

か
。

知
立
脅
藤

豊
田
板
金
工
業
組
合
青
年
部

（
杉
本
忍
部
長
）
は
、
さ
る
３
月

妬
日
（
土
）
市
内
の
料
亭
『
ち
か

ら
』
に
於
い
て
第
加
回
の
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
部

員
鉛
名
中
躯
名
が
出
席
、
ま
た
来

賓
と
し
て
親
組
合
よ
り
西
俣
組
合

長
・
会
計
福
田
氏
、
横
山
興
業

（
株
）
様
よ
り
加
藤
孝
治
氏
の
三
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三
月
九
日
㈱
、
今
年
は
総
会
の

前
に
小
牧
の
㈱
ア
マ
ダ
ワ
シ
ノ
を

工
場
見
学
で
訪
れ
た
。
ま
ず
総
会

会
場
で
あ
る
小
牧
ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ

ル
に
集
合
、
こ
こ
か
ら
送
迎
バ
ス

二
台
に
乗
り
込
み
工
場
に
着
い
た
。

ま
ず
展
示
場
二
Ｆ
で
説
明
を
聞

き
、
各
自
帽
子
、
イ
ヤ
ホ
ン
が
手

渡
さ
れ
こ
班
に
分
か
れ
工
場
内
を

係
員
の
説
明
を
き
き
な
が
ら
見
学

し
た
。
こ
の
時
期
決
算
等
で
出
荷

台
数
が
少
な
め
で
は
あ
っ
た
が
、

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
、
プ
レ
ス
機
、

シ
ャ
ー
リ
ン
グ
等
い
ろ
い
ろ
な
機

械
が
流
れ
作
業
に
よ
り
製
造
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
工
場
内
で
は
作
業

員
個
々
の
研
磨
作
品
が
置
か
れ
て

お
り
審
査
さ
れ
個
々
の
技
術
力
の

向
上
を
は
か
っ
て
い
た
。

｜
会
社
概
要
一

設
立
昭
和
旭
年
３
月
５
日

資
本
金
九
一
一
一
億
六
六
一
三
万
六
九
一
一
七
円

売
上
高
二
○
七
億
四
四
百
万
円

作
業
員
四
六
六
名

ま
た
不
動
産
賃
貸
も
手
掛
け
、

安
城
の
イ
ト
ー
ョ
ー
カ
堂
の
土
地

を
扱
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

工
場
見
学
の
後
ホ
テ
ル
に
も
ど

り
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
役
員
の
湯
浅
氏
に
よ
り
開

会
の
辞
、
そ
の
後
昨
年
春
日
井
の

新
和
金
属
工
業
の
池
田
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
－
分
間
の
物
故
者
黙
祷

リ
ア
と
言
わ
れ
る
連
中
は
天
下
り

先
を
考
え
る
と
外
務
省
に
は
行
か

な
い
そ
う
で
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
、

ま
と
も
な
の
が
外
務
省
だ
け
と
は

情
け
な
い
。

沖
縄
で
少
女
が
暴
行
さ
れ
殺
さ

れ
た
事
件
は
覚
え
て
い
ま
す
か
。

あ
の
事
件
は
地
方
紙
は
載
せ
た
が

メ
ジ
ャ
ー
と
い
わ
れ
る
新
聞
社
は

知
っ
て
て
も
載
せ
て
な
い
。
報
道

さ
れ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ

が
報
道
し
た
か
ら
で
二
番
目
は
い

い
の
だ
そ
う
だ
。
な
ぜ
？
ア
メ
リ

カ
で
日
本
車
が
売
れ
な
い
と
こ
ま

る
か
ら
テ
レ
ビ
と
新
聞
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
の
半
分
は
車
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
な
ん
で
す
、
な
い
と
維
持
で
き

な
い
だ
か
ら
二
番
目
は
許
さ
れ
る

五
十
五
年
た
っ
て
も
植
民
地
な
の

だ
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
れ
ば
…
…

外
電
が
ど
ん
な
新
聞
も
同
じ
な

の
は
与
え
ら
れ
て
る
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
六
百
兆
も

の
金
は
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
る
が

返
し
て
く
れ
な
い
、
ど
う
す
る
か

デ
フ
レ
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
ア
メ

リ
カ
が
一
番
損
し
な
い
よ
う
に
。

今
年
も
選
挙
の
年
ま
と
も
な
人

が
い
な
い
、
ま
と
も
な
報
道
も
番

組
も
な
い
が
少
し
づ
っ
ま
と
も
な

精
神
を
持
っ
た
人
達
の
輪
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
本
当
に
日
本
は
良

い
国
で
す
か
？
物
は
豊
に
な
っ
て

も
心
が
貧
し
い
の
は
な
ぜ
で
す
か

怒
り
を
忘
れ
た
か
ら
で
す
。
東
三
吉
田

目

一
月
三
十
日
（
日
）
産
業
貿
易

館
に
て
、
午
前
十
時
よ
り
、
愛
知

県
板
金
工
業
組
合
尾
張
板
金
連
合

会
、
細
野
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば

で
、
恒
例
の
板
金
新
春
セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
た
。

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協

会
、
羽
柴
会
長
の
挨
拶
に
つ
づ
い

て
、
来
賓
紹
介
と
挨
拶
、
協
賛
会

社
紹
介
、
そ
し
て
名
南
経
営
セ
ン

タ
ー
代
表
の
佐
藤
氏
の
「
今
年
の

景
気
と
経
営
」
の
講
演
。
二
十
世

紀
最
後
の
年
日
本
の
経
済
は
ど
う

な
る
の
か
？

デ
フ
レ
経
済
環
境
の
認
識
の
、

も
と
経
営
者
は
変
化
に
応
じ
て
、

危
機
意
識
、
問
題
意
識
を
も
っ
て

自
己
を
改
革
し
て
い
く
覚
悟
と
、

実
行
力
の
ス
ピ
ー
ド
の
差
が
…
…

そ
し
て
我
々
事
業
主
は
、
何
で

稼
い
で
い
る
か
？

売
上
至
上
主
義
か
ら
付
加
価
値

重
視
で
、
減
収
で
も
増
益
体
質
へ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
重
視
、
損
益

よ
り
財
務
信
用
力
強
化
、
と
て
も

参
考
に
な
る
お
話
で
し
た
。

昼
食
の
後
は
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ

協
会
、
日
本
山
岳
会
、
信
州
大
学

学
士
山
岳
会
等
に
所
属
し
て
い
る

登
山
家
で
あ
る
田
辺
治
氏
の
「
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
か
ら
私
が
得
た
も
の
」

の
講
演
が
あ
っ
た
。

尾
張
板
金
連
合
会
定
期
総
会

/ラデＺ

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
つ
づ
い
て
細

野
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、
議
題
に
移
っ

た
。
伊
藤
理
事
に
よ
り
ｎ
年
度
事

業
報
告
、
富
本
会
計
に
よ
り
ｎ
年

度
会
計
報
告
、
田
口
氏
の
会
計
監

査
の
後
、
岨
年
度
事
業
計
画
案
役

員
増
員
承
認
に
つ
い
て
、
議
題
が

す
す
み
、
最
後
に
来
賓
の
村
上
理

事
長
の
挨
拶
が
お
こ
な
わ
れ
、
横

浜
の
全
板
大
会
の
参
加
の
呼
び
か

け
や
、
健
康
保
険
の
加
入
等
を
話

さ
れ
、
閉
会
の
辞
を
瀬
戸
の
磯
村

氏
が
お
こ
な
い
無
事
総
会
を
終
了

し
た
。そ
の
後
部
屋
を
移
り
、
懇
親
会

に
入
っ
た
。
各
六
名
程
で
中
華
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
、
各
々
が
意
見
交
換

等
を
さ
れ
、
日
が
暮
れ
る
と
共
に

懇
親
会
は
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。

津
島
猪
飼

六
十
年
代
七
十
年
代
と
安
保
闘

争
し
た
日
本
人
な
の
に
日
米
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
国
会
で
通
過
し
て
も

だ
れ
も
怒
ら
な
い
、
日
本
は
無
条

件
で
米
軍
の
後
方
支
援
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
空
港
に
病
院
に
物
資

も
最
優
先
は
米
軍
に
な
る
。
そ
の

う
ち
ハ
イ
ウ
ェ
イ
は
ど
こ
か
の
国

み
た
い
に
分
離
帯
は
無
く
な
り
戦

闘
機
の
滑
走
路
に
な
る
だ
ろ
う
。

日
本
人
と
し
て
怒
っ
た
の
は
何

年
前
で
す
か
。

機
動
隊
が
出
動
し
た
の
は
何
年

前
で
す
か
。

な
ん
で
も
か
ん
で
も
怒
れ
と
は

言
っ
て
な
い
、
怒
ら
な
く
な
っ
た

理
由
が
怖
い
の
で
す
。
多
分
悪
魔

に
身
も
心
も
売
っ
た
人
間
が
国
を

動
か
し
、
そ
の
力
は
絶
大
で
報
道

管
制
で
き
る
ほ
ど
の
力
だ
。

そ
の
報
道
内
容
と
は
ク
イ
ズ
、

ス
ポ
ー
ツ
、
歌
番
組
を
見
せ
続
け

る
と
人
は
怒
り
を
忘
れ
て
い
く
そ

う
で
そ
の
結
果
自
分
さ
え
良
け
れ

ば
と
い
う
心
が
植
え
付
け
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
天
皇
陛
下
の
結
婚
を
機
会
に
テ

レ
ビ
が
普
及
し
歌
は
ヘ
タ
で
も
ア

イ
ド
ル
を
排
出
し
年
間
一
千
曲
売

り
出
し
た
。
私
も
ボ
ー
リ
ン
グ
に

熱
中
し
た
も
の
だ
し
ク
イ
ズ
番
組

も
視
聴
者
参
加
の
番
組
が
多

か
っ
た
。
今
は
ク
イ
ズ
、
ス
ポ
ー

ツ
、
歌
に
お
笑
い
が
加
わ
り
政
治

に
関
心
が
来
ぬ
よ
う
に
し
て
政
治

家
は
、
や
り
た
い
放
題
だ
。
キ
ャ

学
生
時
代
か
ら
登
山
に
と
り
つ

か
れ
、
世
界
の
最
高
峰
の
山
々
を

征
服
。
苦
難
と
危
険
を
承
知
の
上

で
た
だ
ひ
た
す
ら
、
頂
上
を
め
ざ

し
て
登
る
…
…

荷
物
を
運
ぶ
ポ
タ
ー
と
パ
ー
テ
ィ
ー

の
人
々
の
団
結
と
協
力
そ
し
て
忍

耐
、
登
頂
し
た
時
の
満
足
感
。

我
々
が
経
営
す
る
会
社
組
織
と

同
じ
で
あ
る
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま

し
た
。次
は
商
品
説
明
会
、
「
松
下
電

工
㈱
」
「
積
水
化
学
工
業
㈱
」
「
㈱

東
海
セ
キ
ノ
興
産
」
等
の
新
製
品

の
説
明
、
大
企
業
も
常
に
新
し
い

商
品
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
皆
様
お
楽
し
み
の
協

賛
会
社
の
提
供
に
よ
る
景
品
の
福

引
は
参
加
者
の
大
半
の
人
々
に
当
っ

た
。
愛
知
県
板
金
工
業
組
合
名
古
屋

板
金
連
合
会
、
鷲
見
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
で
終
了
し
た
。西
春
中
村

蟻
第
二
十
六
回

新
春
板
金
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

識
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今
年
は
四
○
○
年
に
一
度
の

「
う
る
う
年
」
だ
そ
う
だ
。

一
年
三
六
五
日
と
し
て
四
年
毎

に
繰
り
返
し
「
う
る
う
年
」
を
設

け
て
調
整
し
て
も
ま
だ
四
○
○
年

毎
の
調
整
年
が
設
定
さ
れ
て
い
る

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

天
文
学
的
数
字
は
ぼ
ん
く
ら
の

私
の
頭
で
は
理
解
し
ず
ら
い
。

日
常
の
生
活
に
は
四
年
目
に
一

日
多
い
日
が
有
る
だ
け
で
何
の
変

わ
り
も
な
い
の
だ
が
〃
四
○
○
年

に
一
度
〃
に
巡
り
合
っ
た
こ
と
は

幸
運
で
あ
る
。
ま
し
て
今
年
は
西

暦
二
○
○
○
年
で
あ
る
か
ら
、
偶

然
と
は
言
え
幾
ら
望
ん
で
も
出
来

な
い
こ
と
が
体
験
で
き
た
と
思
え

ば
、
遊
び
ご
こ
る
に
し
て
も
重
ね

て
ラ
ッ
キ
ー
で
あ
る
。

今
年
も
別
れ
と
出
会
い
の
季
節

に
な
っ
た
。
板
金
業
界
の
事
業
所

に
も
次
世
代
を
担
う
希
望
に
満
ち

た
若
者
た
ち
が
板
金
専
門
技
術
者

を
目
指
し
て
働
き
始
め
る
頃
で
あ

る
。
ど
の
道
も
厳
し
い
が
人
一
倍

の
努
力
と
英
知
で
道
は
大
き
く
開

け
る
。
石
こ
ろ
も
磨
き
よ
う
で
宝

玉
に
な
る
と
言
う
。
時
冊
一
代
に
マ
ッ

チ
し
た
優
秀
な
感
覚
の
技
術
者
に

育
つ
こ
と
を
念
じ
た
い
。

板
金
業
界
の
ホ
ー
プ
達
に
心
か

ら
の
エ
ー
ル
を
贈
る
。

三
月
二
十
八
日
脚
雨

三
四
八
号
編
集
会
議

委
員
十
二
名
出
席

午
後
五
時
半
終
了
⑧

「
建
築
基
準
法
の
改
正
」
と

「
住
宅
品
質
確
保
促
進
法
」
が
い

よ
い
よ
施
行
さ
れ
る
年
で
す
「
建

築
基
準
法
の
改
正
」
に
つ
い
て
は

「
性
能
規
定
化
」
「
中
間
検
査
の
導

入
」
な
ど
含
む
抜
本
的
な
改
正
と

な
り
ま
す
、
ま
た
「
住
宅
品
質
確

保
促
進
法
」
に
つ
い
て
は
「
暇
疲

保
証
制
度
」
「
住
宅
性
能
表
示
制

度
」
「
紛
争
処
理
機
関
の
設
置
」

の
三
本
柱
で
す
。
い
ず
れ
も
六
月

ま
で
に
は
施
行
さ
れ
る
予
定
で
、

な
か
で
も
「
住
宅
品
質
確
保
促
進

法
」
の
「
暇
祇
保
証
制
度
」
に
つ

い
て
は
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

我
々
業
界
に
最
重
要
な
暇
庇
保

証
を
ぜ
ひ
取
り
上
げ
ま
す
。
こ
の

法
律
は
任
意
で
な
く
義
務
で
す
。

四
月
一
日
の
新
築
契
約
か
ら
適
用

さ
れ
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

暇
祇
保
証
の
概
要

①
新
築
住
宅
の
取
得
契
約
（
請
負
・

売
買
）
に
お
い
て
、
基
本
機
造

部
分
（
柱
、
梁
な
ど
住
宅
の
構

造
耐
力
上
主
要
な
部
分
等
）
の

暇
庇
担
保
責
任
を
十
年
間
義
務

づ
け
る
。

②
新
築
住
宅
の
取
得
契
約
に
お
い

て
、
基
本
構
造
部
分
以
外
も
含

め
た
暇
疲
担
保
責
任
の
二
十
年

ま
で
の
伸
長
も
可
能
に
す
る
。

③
住
宅
の
地
盤
は
、
基
本
構
造
部

壁
嬬
宅
崖
錘
難
鱗
銭

圃
匡
固
屈

昭
和
支
部
８
日
常
会
皿
名

県
板
共
済
へ
の
加
入
促
進

熱
田
南
支
部

肥
日
定
例
会

西
支
部
別
日
西
支
部
型
会
９
名

ソ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
説
明
会

（
ク
ボ
タ
）

名
古
屋
連
合
会
総
会
に
つ

い
て
全
板
国
保
更
新

中
村
支
部
虹
日
定
例
会
ｕ
名

千
種
支
部

ｎ
日
池
尾
氏
祝
賀
会
及
び
支

部
会
合

尾
張
板
金
連
合
会

９
日
総
会
及
び
工
場
見
学
ア

マ
ダ
・
ワ
シ
ノ
釘
名

一
宮
支
部

岨
日
支
部
総
会
如
名

瀬
戸
支
部
７
日
定
例
会
ｎ
名

小
牧
支
部

ｎ
日
会
合
・
食
事
会
ｎ
名

津
島
支
部
５
日
定
例
会
９
名

春
日
井
支
部

ｎ
日
定
例
会
姐
名

朗
日
役
員
会
４
名

江
南
支
部

肥
日
役
員
会
５
名

西
三
板
金
連
合
会

分
に
は
含
ま
な
い
が
、
住
宅
の

設
計
施
行
を
行
う
場
合
に
は
そ

の
前
提
と
し
て
地
盤
の
状
況
を

適
切
に
調
査
し
た
上
で
、
調
査

結
果
に
対
応
し
た
基
礎
の
設
計

施
行
を
行
う
べ
き
義
務
が
あ
る

た
め
例
え
ば
地
盤
が
軟
弱
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
盤
状

況
を
配
慮
し
な
い
基
礎
設
計
施

行
し
た
た
め
に
不
同
沈
下
が
生

じ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
基
礎

の
暇
疲
と
し
て
本
法
の
対
象
に

な
る
。

対
象
と
な
る
部
分
と
請
求
内
容

「
対
象
と
な
る
部
分
」

①
新
築
住
宅
の
基
礎
構
造
部
分

※
基
礎
、
柱
、
床
、
屋
根
等
こ
の

ほ
か
雨
水
の
侵
入
を
防
止
す
る

部
分
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

「
請
求
内
容
」

①
修
補
請
求

②
賠
償
請
求

③
契
約
解
除

※
売
買
契
約
の
場
合
で
修
補
不
能

な
場
合
に
限
り
ま
す
。
（
こ
れ

ら
に
反
し
て
住
宅
取
得
者
に
不

利
な
特
約
は
不
可
）

★
（
財
）
住
宅
保
証
機
構
の
住
宅

性
能
保
証
制
度

住
宅
性
能
保
証
制
度
の
概
要

・
引
渡
し
後
三
年
目
以
降
、
十
年

目
迄
（
実
質
八
年
）
の
構
造
上

重
要
な
部
分
と
雨
漏
り
の
保
証

ﾉぶ

翼

躯
日
三
役
会
議

岡
崎
支
部

巧
日
青
年
部
役
員
会

妬
日
山
本
清
氏
祝
賀
会

羽
日
支
部
役
員
会
拠
名

碧
南
支
部

躯
日
青
年
部
総
会

豊
田
支
部

ｎ
日
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
“
名

妬
日
青
年
部
総
会
距
名

刈
谷
支
部

岨
日
新
旧
役
員
会

西
尾
支
部

胆
日
役
員
会
妬
名

鯛
日
青
年
部
定
例
会
別
名

知
多
支
部

ｎ
日
青
年
部
総
会
出
名

泌
日
支
部
総
会
別
名

東
三
支
部

１
日
三
役
会
６
名

３
日
定
例
会
肥
名

皿
日
青
年
部
定
例
会
９
名

鍋
日
新
旧
役
員
引
継
ぎ
会醜
名

泌
日
総
会
打
合
せ
会
７
名

妬
日
青
年
部
総
会
加
名

幻
日
会
計
監
査
皿
名

帥
日
三
役
会
６
名 ３

Ｊ

．
支
払
い
保
険
Ⅱ
（
修
補
費
用
Ｉ

免
責
十
万
）
×
八
十
％

．
引
き
渡
し
後
二
年
免
責

・
地
盤
が
原
因
の
暇
庇
に
つ
い
て

は
対
象
外

新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
取
り
上
げ

て
い
る
し
四
月
一
日
よ
り
「
住
宅

品
質
確
保
促
進
法
」
の
暇
庇
保
証

十
年
が
義
務
だ
と
言
う
の
に
不
思

議
な
現
象
が
起
き
て
い
る
。
全
国

に
工
務
店
は
十
六
万
社
あ
る
が

（
財
）
住
宅
保
証
機
構
の
登
録
者

は
三
万
社
だ
そ
う
で
、
た
っ
た
二

割
の
業
者
し
か
登
録
し
て
な
い
。

ユ
ー
ザ
ー
が
安
心
し
て
契
約
す
る

だ
ろ
う
か
今
後
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す

る
信
頼
を
得
る
た
め
に
も
、
暇
狂

保
証
十
年
に
対
し
て
保
証
・
保
険

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
避
け
て
通
れ

な
い
の
に
よ
ほ
ど
の
自
信
か
、
あ

き
ら
め
か
大
変
失
礼
な
が
ら
今
ま

で
の
建
築
基
準
法
は
ザ
ル
法
だ
っ

た
。
業
者
登
録
し
て
な
い
会
社
は

今
度
も
ザ
ル
だ
と
決
め
こ
ん
で
い

る
よ
う
だ
。
我
々
業
界
は
暇
庇
責

任
で
一
番
長
い
十
年
と
い
う
責
を

負
い
な
が
ら
仕
事
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
金
物
工
事
の
保
証
は

二
年
だ
が
「
不
具
合
」
と
い
う
項

目
あ
る
「
不
具
合
」
が
原
因
な
ら

根
本
的
に
手
直
し
の
義
務
が
生
じ

る
（
も
ち
ろ
ん
無
料
）
心
し
て
仕

事
し
ま
し
ょ
う
。
組
合
が
力
を
入

れ
て
き
た
保
証
制
度
が
や
っ
と
日

の
目
を
見
る
。

東
三
吉
田

愛

ク
グ
ノ
〃
〃
Ｊ
グ
グ
グ
グ
グ


